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東
京
高
速
度
道
路
網
計
画
案

大
東
京
地
方
計
画
と

高
速
度
自
動
車
道
路

ノ
ン
・
ク
ロ
ス
・
ロ
ー
ド
構
想

ス
カ
イ
ウ
ェ
イ
・

ス
カ
イ
ビ
ル
構
想

東
京
高
速
道
路
株
式
会
社
計
画

首
都
高
速
道
路
に
関
す
る
計
画
 

（
首
都
建
設
委
員
会
勧
告
）

東
京
都
市
計
画
都
市
高
速
道
路
 

に
関
す
る
基
本
方
針

東
京
都
市
計
画

都
市
高
速
道
路
計
画
案

既
成
市
街
地
に
お
け
る
 

都
市
高
速
道
路
整
備
計
画

都
市
計
画
決
定

首
都
高
速
道
路
と
都
市
間
幹
線
 

道
路
と
の
連
絡
に
関
す
る
研
究

大
都
市
幹
線
街
路
調
査

研
究
報
告
書

発
案
者
・
 

発
表
年
月

■
山
田
正
男
 

■
19
38
（
昭
和
13
）
年

■
石
川
栄
耀
 

■
19
40
（
昭
和
15
）
年
8
～
9
月
■
近
藤
謙
三
郎
 

■
19
49
（
昭
和
24
）
年
6
月
 

　
～
 1
95
0（
昭
和
25
）
年
7
月

■
樋
口
實
ら
 

■
19
50
（
昭
和
25
）
2
月

■
樋
口
實
ら
 

■
19
51
（
昭
和
26
）
3
月

■
首
都
建
設
委
員
会
 

　（
町
田
保
・
近
藤
謙
三
郎
ら
） 

■
19
53
（
昭
和
28
）
年
4
月

■
建
設
省
 

■
19
57
（
昭
和
32
）
年
7
月

■
東
京
都
市
計
画
高
速
道
路
調
査
 

　
特
別
委
員
会
・
東
京
都
建
設
局
 

　
都
市
計
画
部
（
山
田
正
男
ら
） 

■
19
58
（
昭
和
33
）
年
2
月

■
首
都
圏
整
備
委
員
会
 

■
19
58
（
昭
和
33
）
年
7
月

■
建
設
省
 

■
19
59
（
昭
和
34
）
年
8
月

■
（
財
）
都
市
計
画
協
会
 

　（
公
団
よ
り
受
託
) 

■
19
62
（
昭
和
37
）
年
9
月

■
東
京
都
首
都
整
備
局
 

　（
建
設
省
よ
り
受
託
） 

■
19
65
（
昭
和
40
）
年
3
月

背
景

■
自
動
車
工
業
の
驚
異
的
な
発
展
 

■
道
路
輸
送
の
経
済
的
な
範
囲
の

　
拡
大
と
価
値
の
上
昇

■
都
心
部
と
工
業
を
担
う
大
東
京

　
地
方
計
画
の
衛
星
都
市
を
結
ぶ

　
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要

■
大
都
市
の
街
路
交
通
の
限
界
・

　
破
局

■
最
多
交
通
量
を
示
す
京
浜
間
の

　
自
動
車
交
通
を
平
面
的
に
解
決

　
す
る
こ
と
は
不
可
能
 

■
仮
設
駐
車
場
の
補
充
方
法
の

　
皆
無

■
東
京
都
内
の
自
動
車
の
急
激
な

　
増
加
と
交
差
点
の
飽
和
 

■
都
心
部
の
駐
車
場
不
足

■
都
心
部
の
街
路
交
通
の
輻
輳
や
 

　
朝
夕
の
通
勤
混
雑
 

■
首
都
機
能
の
円
満
な
活
動
阻
害
 

　
を
憂
慮

■
昭
和
40
年
に
は
概
ね
環
状
6
号
 

　
線
以
内
の
区
域
の
交
通
能
力
が
 

　
限
界
 

■
高
速
道
路
建
設
は
緊
急
の
課
題

■
人
口
，
自
動
車
の
激
増
に
よ
る
 

　
自
動
車
交
通
の
混
乱
，
麻
痺
 

■
こ
の
交
通
危
機
の
解
消
の
た
め
 

　
最
も
効
率
的
な
交
差
点
を
立
体
 

　
化
し
た
都
市
高
速
道
路
の
早
急
 

　
な
建
設

■
東
京
は
欧
米
諸
都
市
に
み
ら
れ
 

　
る
よ
う
な
自
動
車
交
通
時
代
に
 

　
突
入
 

■
自
動
車
，
路
面
電
車
，
人
間
等
 

　
の
混
合
交
通
に
よ
る
街
路
機
能
 

　
の
低
下

■
首
都
東
京
へ
の
人
口
，
産
業
の
 

　
集
中
や
自
動
車
の
増
加
 

■
主
要
交
差
点
の
麻
痺
と
そ
の
郊
 

　
外
部
へ
の
波
及

目
的 ・ 意
義

■
都
市
内
部
及
び
近
郊
の
交
通
の
 

　
救
済
と
大
都
市
群
相
互
の
交
通
 

　
運
輸
の
円
滑
化
の
た
め
，
一
般
 

　
交
通
を
排
除
 

■
政
治
上
，
軍
事
上
，
産
業
上
の
 

　
観
点
か
ら
，
東
京
と
都
市
群
間
　
 

　
や
都
市
群
間
相
互
に
お
け
る
交
 

　
通
増
加
に
対
応
 

■
地
方
計
画
・
国
土
計
画
の
観
点
 

   
か
ら
人
口
や
産
業
の
分
散
を
誘
導

■
国
土
計
画
は
高
速
度
自
動
車
道
 

　
に
よ
っ
て
成
立
 

■
工
業
の
分
散
が
最
重
要
，
分
散
 

　
前
と
分
散
後
の
立
地
を
等
価
と
 

　
す
る
必
要

■
都
市
内
交
通
の
救
済
の
た
め
の
 

　
ノ
ン
・
ク
ロ
ス
・
ロ
ー
ド
 

■
通
勤
バ
ス
輸
送
に
よ
る
通
勤
交
 

　
通
の
緩
和
を
図
る

■
銀
座
地
区
の
再
開
発
と
交
通
 

　
緩
和
 

■
都
心
部
の
機
能
集
約
化
に
よ
る
 

　
高
層
ビ
ル
建
設

■
銀
座
地
区
の
駐
車
場
緩
和
 

■
有
楽
町
駅
か
ら
銀
座
方
向
へ
 

　
向
か
う
歩
行
者
の
街
路
横
断
の
 

　
安
全
確
保

■
首
都
に
お
け
る
自
動
車
交
通
の
 

　
輻
輳
を
緩
和
し
，
能
率
化
及
び
 

　
高
速
化
を
図
る
 

■
地
方
幹
線
道
路
と
の
連
絡
も
 

　
考
慮

■
東
京
都
の
周
辺
部
か
ら
都
心
部
 

　
に
至
る
自
動
車
交
通
を
短
時
間
 

　
で
円
滑
に
処
理

■
都
内
の
自
動
車
の
増
加
率
や
平
 

　
面
街
路
の
交
通
処
理
能
力
を
考
 

　
慮
し
，
短
期
間
に
高
速
道
路
を
 

　
建
設
す
る
 

■
東
京
都
周
辺
部
か
ら
都
心
部
に
 

　
至
る
自
動
車
交
通
流
を
短
時
間
 

　
に
円
滑
に
処
理

■
既
成
市
街
地
，
特
に
首
都
中
心
 

　
部
に
お
け
る
自
動
車
交
通
の
輻
 

　
輳
を
緩
和
 

■
一
般
街
路
の
能
率
化

■
道
路
の
交
通
能
力
上
昇
 

■
平
面
街
路
の
交
通
能
力
の
補
充
 

　
と
そ
の
付
随
の
結
果
と
し
て
の
 

　
時
間
短
縮

■
都
市
間
高
速
道
路
の
膨
大
な
交

　
通
量
を
受
け
る
た
め
，
市
街
地

　
全
域
を
網
羅
し
た
高
速
道
路
網

　
を
組
む
 

■
効
率
の
よ
い
高
速
道
路
網
を
組

　
む
こ
と
で
路
面
交
通
の
混
雑
を

　
解
消
す
る

■
都
市
間
高
速
道
路
に
よ
る
遠
距

　
離
交
通
が
 2
3 
区
周
辺
に
集
中
す

　
る
た
め
，
一
般
街
路
の
整
備
と

　
あ
わ
せ
た
都
市
高
速
道
路
の
延

　
伸
追
加
に
よ
り
，
将
来
の
交
通

　
需
要
の
円
滑
な
処
理
を
す
る

モ
デ
ル

・ 方
針

■
既
成
市
街
地
や
市
街
化
傾
向
の
 

　
場
所
を
回
避
（
＝
都
市
間
高
速
 

　
が
主
，
都
市
内
高
速
が
従
） 

■
都
市
と
飛
行
場
と
を
連
結
 

■
鉄
道
，
運
河
と
の
重
複
を
回
避

■
大
東
京
地
方
計
画
の
半
径
40
km
 

　
圏
を
30
分
で
都
心
と
連
結
 

■
全
関
東
の
半
径
70
～
80
km
圏

　
も
1
時
間
で
都
心
と
連
結
 

■
す
べ
て
の
道
は
東
京
に
通
じ
る
 

　
が
，
通
過
交
通
は
通
ら
な
い
よ
 

　
う
に
す
る
 

■
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
Ex
pr
es
sw
ay
 

　
が
モ
デ
ル

■
一
般
街
路
か
ら
独
立
 

■
重
要
な
交
差
点
の
み
立
体
化
， 

　
そ
の
他
は
平
面
 

■
ノ
ン
・
ク
ロ
ス
・
ロ
ー
ド
 

■
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
・
タ
ー
ン
 

　
パ
イ
ク
が
モ
デ
ル

■
一
般
街
路
と
分
離
 

■
ス
カ
イ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
 

 　
（
ス
カ
イ
ウ
ェ
イ
・
ス
カ
イ
ビ
ル
）

■
一
般
街
路
と
立
体
的
に
分
離
 

■
道
路
運
送
法
に
基
づ
く
一
般

　
自
動
車
道
と
し
て
建
設

■
一
般
街
路
と
分
離
 

■
他
の
道
路
と
の
平
面
交
差
な
し
 

　（
＝
ノ
ン
・
ク
ロ
ス
・
ロ
ー
ド
）

■
一
般
街
路
と
分
離
 

■
他
の
道
路
と
の
平
面
交
差
な
し
 

■
高
速
自
動
車
国
道
の
一
部
を
 

　
構
成

■
一
般
街
路
と
分
離
 

■
他
の
道
路
と
の
平
面
交
差
な
し

■
一
般
街
路
と
分
離
 

■
他
の
交
通
機
関
と
の
平
面
交
差
 

　
な
し
 

■
都
心
，
副
都
心
，
郊
外
重
要
幹
 

　
線
と
の
連
絡
 

■
周
辺
地
域
と
の
開
発
を
考
慮

■
市
街
地
交
通
処
理
を
主
目
的
と
 

　
し
た
世
界
初
の
都
市
高
速
道
路
 

■
街
路
を
立
体
的
に
利
用
 

■
必
要
に
応
じ
て
出
入
口
・
接
続
 

　
路
を
設
置
 

■
羽
田
空
港
ま
で
延
伸

■
初
期
の
8
路
線
以
外
に
市
街
地

   
を
対
象
に
組
み
込
む
必
要
が
あ
る
 

■
都
心
，
副
都
心
と
連
結
 

■
既
設
の
鉄
道
，
道
路
，
私
道
，

　
計
画
中
の
地
下
鉄
と
は
立
体
的

　
に
交
差
す
る

■
高
速
道
路
を
い
た
ず
ら
に
増
や

　
さ
ず
に
，
高
速
道
路
と
平
面
街

　
路
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
て
，

　
能
率
的
に
配
置
す
る
 

■
都
市
高
速
道
路
と
一
般
街
路
は

　
常
に
同
一
の
次
元
で
検
討
す
る

　
べ
き
で
あ
る

路
線
網

■
全
体
計
画
：
 

　
4
環
状
8
放
射
，
83
9k
m
 

■
第
1
期
実
施
計
画
：
 

　
1
環
状
4
放
射
，
69
km

■
東
京
中
心
の
環
状
放
射
型
 

■
環
状
線
を
副
道
的
に
結
ぶ
バ
イ
 

　
パ
ス
の
直
結
線
が
必
要
 

■
大
東
京
地
方
，
84
0k
m

■
2
環
状
7
放
射
，
16
6k
m
 

■
横
浜
，
羽
田
空
港
方
向
へ
延
伸

■
1
路
線
，
約
1.
4k
m
 

■
環
状
6
号
線
, 羽
田
空
港
, 京
浜

　
国
道
へ
接
続

■
1
路
線
，
約
2k
m
 

■
新
橋
方
面
，
京
橋
方
面
，
東
京
 

　
駅
前
へ
の
延
伸
を
検
討

■
1
環
状
5
放
射
，
約
49
km

■
1
環
状
8
放
射
，
約
62
.5
km
 

■
1
号
線
は
羽
田
方
面
，
6
号
線
は
 

　
陸
羽
方
面
，
7
号
線
は
京
葉
道
路
 

　
方
面
へ
の
延
伸
を
検
討
 

■
皇
居
南
側
は
国
会
～
銀
座
の
路
 

　
線
を
地
下
道
に
て
検
討
 

■
必
要
に
応
じ
て
路
線
追
加
を
 

　
検
討

■
1
環
状
8
放
射
，
約
62
.5
km
 

■
環
状
7
号
線
に
至
る
放
射
線
， 

　
皇
居
南
側
の
路
線
，
環
状
線
， 

　
横
浜
方
面
の
路
線
を
調
査

■
1
環
状
8
放
射
，
約
71
.0
3k
m
 

　（
首
都
高
速
：
約
69
.0
3k
m
， 

　
東
京
高
速
：
約
2k
m
）

■
都
市
間
幹
線
道
路
と
の
連
絡
及

　
び
初
期
の
8
路
線
と
の
調
整
に

　
留
意
 

■
2
環
状
11
放
射
 

■
延
伸
計
画
：
環
状
線
62
.9
5k
m
， 

　
放
射
線
98
.0
5k
m
の
計
16
1k
m

■
2
環
状
11
放
射
 

■
延
伸
計
画
：

　
環
状
線
54
.2
7k
m
，
放
射
線

　
63
.5
8k
m
の
計
11
7.
85
km

規
格

■
速
度
：
平
均
時
速
10
0k
m
 

■
車
線
数
：
各
方
向
最
低
2
車
線
 

　
　
　
　
　
中
央
分
離
帯
を
設
置
 

■
幅
員
：
高
架
部
分
で
は
16
m
 

　
　
　
　
平
面
部
分
で
は
20
m

■
速
度
：
時
速
70
～
80
km

　（
モ
デ
ル
・
方
針
よ
り
推
測
） 

■
車
線
数
：
各
方
向
2
車
線
 

　（
断
面
図
よ
り
推
測
） 

■
幅
員
：
14
m
以
上
 

　（
断
面
図
よ
り
推
測
）

■
速
度
：
時
速
35
～
12
0k
m
， 

　
　
　
　
平
均
時
速
40
km
 

■
車
線
数
：
各
方
向
2
車
線

　
　
　
　
　
ま
た
は
4
車
線
 

■
幅
員
：
13
m
ま
た
は
20
m

■
時
速
80
km

■
速
度
：
乗
用
車
 時
速
60
km
 

　
　
　
　
貨
物
車
 時
速
40
km
 

■
車
線
数
：
3
車
線
又
は
4
車
線
 

■
幅
員
：
当
初
9m
，
最
終
12
m

■
速
度
：
標
準
時
速
40
～
60
km
 

■
車
線
数
：
原
則
各
方
向
2
車
線

■
速
度
：
原
則
時
速
60
km
 

■
車
線
数
：
4
車
線
以
上

■
速
度
：
原
則
時
速
60
km
， 

　
　
　
　
最
低
時
速
40
km
 

■
車
線
数
：
4
車
線
 

■
幅
員
：
16
m

■
速
度
：
標
準
時
速
60
km
 

■
車
線
数
：
原
則
4
車
線
以
上

■
速
度
：
原
則
時
速
60
km
 

■
車
線
数
：
原
則
4
車
線
 

■
幅
員
：
原
則
16
m

■
建
設
省
道
路
局
の
「
高
速
自
動

   
車
国
道
等
の
構
造
基
準
」
に
準
拠
 

■
速
度
：
時
速
60
km
又
は
80
km
 

■
車
線
数
：
各
方
向
2
車
線

　
　
　
　
　
ま
た
は
4
車
線
 

■
幅
員
：
1
車
線
あ
た
り
 

　
3.
25
m
（
時
速
60
km
の
場
合
） 

　
3.
50
m
（
時
速
80
km
の
場
合
）

■
建
設
省
道
路
局
の
「
高
速
自
動

   
車
国
道
等
の
構
造
基
準
」
に
準
拠
 

■
速
度
：
時
速
60
km
 

   （
総
幅
員
と
構
造
基
準
よ
り
推
測
） 

■
車
線
数
：
各
方
向
2
車
線
 

   （
総
幅
員
と
構
造
基
準
よ
り
推
測
） 

■
総
幅
員
：
16
.5
m
 

■
中
央
分
離
帯
を
設
置

構
造 ・
 

土
地
利
用

■
原
則
全
て
高
架
式
と
し
，
止
む
 

　
を
得
な
い
場
合
の
み
平
面
式
，

　
一
般
街
路
と
の
交
差
点
は
必
ず
 

　
立
体
交
差
 

■
高
架
下
は
高
さ
約
8m
,幅
員
16

   
m
の
2
階
建
RC
ラ
ー
メ
ン
構
造

■
郊
外
は
半
立
体
，
農
業
地
帯
は
 

　
平
面
 

■
密
集
市
街
地
や
都
心
部
は
広
幅
 

　
員
道
路
の
中
央
を
通
る
高
架
式
 

　
ま
た
は
隧
道
式
 

■
街
路
片
側
の
民
家
上
を
通
過
さ
 

　
せ
，
防
火
・
防
空
建
築
と
す
る

■
原
則
全
て
高
架
式
 

■
高
架
下
は
倉
庫
等
で
利
用

■
地
下
15
m
，
地
上
45
m
，
全
長
 

　
12
00
m
の
高
層
ビ
ル
と
そ
の
両
 

　
側
に
地
上
5m
高
の
高
速
自
動
車
 

　
道
路
を
設
置
,新
橋
以
南
は
新
幹

　
線
上
を
高
架
式
と
す
る
 

■
ス
カ
イ
ビ
ル
の
地
下
4
層
に
駐

　
車
場
を
設
置

■
外
濠
等
の
公
有
水
面
上
を
利
用
 

　（
の
ち
に
埋
立
へ
変
更
） 

■
高
架
下
は
地
下
1
階
, 地
上
2
階
 

　
建
て
の
ビ
ル
と
し
て
利
用
 

■
新
数
寄
屋
橋
は
都
市
景
観
に
配
 

　
慮
し
た
構
造
形
式
と
す
る

■
高
架
式
，
地
下
式
，
又
は
地
上
 

　
専
用
形
式
 

■
高
架
下
を
倉
庫
，事
務
所
，店
舗
,

　
住
居
, 車
庫
等
と
し
て
利
用
 

■
路
線
予
定
地
を
保
護
し
，
都
市
 

　
の
発
展
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

■
高
架
式
ま
た
は
掘
割
式
 

■
防
火
建
築
帯
の
造
成
と
併
せ
て
 

　
屋
上
利
用
も
考
慮
 

■
密
集
市
街
地
を
回
避
，
不
利
用
 

　
地
，
治
水
利
水
上
支
障
の
な
い
 

　
河
川
ま
た
は
運
河
を
活
用
，
止
 

　
む
を
得
な
い
場
合
は
広
幅
員
 

　（
40
m
）
道
路
上
に
設
置

■
高
架
式
，
掘
割
式
，
隧
道
式
 

■
街
路
・
河
川
等
の
公
共
用
地
を
 

　
で
き
る
限
り
利
用
 

■
外
濠
と
日
本
橋
川
の
利
用
区
間
　
 

　
は
，
可
能
な
限
り
河
床
を
利
用
. 

　
困
難
な
場
合
は
高
架
等
を
検
討

■
高
架
式
，
地
下
式
，
又
は
地
上
 

　
専
用
形
式
 

■
高
架
下
を
倉
庫
，
事
務
所
，
店
 

　
舗
，
住
居
, 車
庫
等
と
し
て
利
 

　
用
，
都
市
美
に
も
配
慮
 

■
河
川
，
運
河
，
広
幅
員
（
40
m
 

　
以
上
）
の
道
路
な
ど
取
得
容
易
 

　
な
土
地
を
利
用
河
川
に
つ
い
て
 

　
は
治
水
に
配
慮

■
原
則
高
架
式
又
は
掘
割
式
と
し
, 

　
止
む
を
得
な
い
箇
所
は
隧
道
式
, 

　
一
般
街
路
と
の
交
差
点
は
立
体
 

　
交
差
 

■
不
利
用
地
，
河
川
上
，
そ
の
他
 

　
公
共
用
地
を
活
用
，
止
む
を
得
 

　
ず
民
有
地
を
通
過
す
る
場
合
は
, 

　
高
架
下
を
建
築
物
と
し
て
利
用

■
道
路
敷
,河
川
敷
,民
有
地
,公
 

   
有
地
等
そ
れ
ぞ
れ
の
地
形
に
応
じ
 

   
て
，
盛
土
，
切
土
，
高
架
，
ト
ン

　
ネ
ル
, 長
大
橋
等
の
い
ず
れ
か
を

　
用
い
る
 

■
外
郭
環
状
線
・
首
都
高
速
道
路

　
と
将
来
の
計
画
道
路
は
原
則
と

　
し
て
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
よ

　
り
連
絡
す
る
 

■
一
般
街
路
か
ら
は
ラ
ン
プ
で
の

　
み
出
入
が
可
能
と
す
る

■
原
則
と
し
て
高
架
式

事
業
形
態

■
乗
合
自
動
車
の
経
営
 

■
高
架
下
の
賃
貸
 

■
通
行
税
，
受
益
者
負
担
金
， 

　
ガ
ソ
リ
ン
税
，
自
動
車
税
， 

　
一
般
税
金
の
徴
収
 

■
徴
収
金
で
建
設
費
を
償
還

■
防
火
・
防
空
建
築
，
高
架
下
利
 

　
用
，
自
動
車
道
交
通
費
と
し
て
 

　
徴
収
 

■
郊
外
開
発
地
で
の
受
益
者
負
担

■
民
営
で
行
う
 

■
通
行
料
50
円
の
徴
収
に
よ
り
 

　
建
設
費
を
3
年
半
で
償
還

■
民
営
で
行
う
 

■
東
京
都
へ
の
寄
贈

■
東
京
高
速
道
路
株
式
会
社
に
 

　
よ
る
民
営
 

■
通
行
料
は
無
料
，
高
架
下
の
賃
 

　
貸
等
で
建
設
費
を
償
還

■
通
行
料
の
徴
収
に
よ
り
建
設
費
 

　
を
償
還
 

■
税
の
減
免
や
公
共
資
金
の
活
用
 

　
な
ど
適
当
な
助
成
を
利
用
 

■
建
設
運
営
に
関
す
る
新
し
い
組
 

　
織
を
考
慮
し
て
い
く
必
要
あ
り

■
通
行
料
の
徴
収

■
通
行
料
は
無
料
が
望
ま
し
い
が
, 

　
早
期
実
現
の
た
め
有
料
と
し
て
, 

　
建
設
費
を
償
還
 

■
特
別
財
源
も
考
慮
 

■
5
年
間
で
の
全
線
完
成
と
1
台

　
70
円
の
徴
収
金
を
仮
定
す
る
と

　
20
年
で
償
還
可
能

■
一
定
期
間
内
の
通
行
料
の
徴
収
 

　
に
よ
り
建
設
費
を
償
還
 

■
補
助
金
交
付
や
低
金
利
資
金
の
 

　
融
通
な
ど
適
当
な
助
成
を
利
用

■
首
都
高
速
道
路
公
団
が
運
営
 

■
日
本
道
路
公
団
が
着
手
し
た
 

　
汐
留
～
一
ノ
橋
の
区
間
を
引
継
 

■
通
行
料
の
徴
収
に
よ
り
建
設
費
 

　
を
償
還
，
償
還
後
は
無
料

■
有
料
道
路
と
し
て
の
可
能
性
の

　
限
界
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

　（
報
告
書
内
で
は
具
体
的
な
検
討

　
は
な
し
）

■
財
源
は
，
国
と
東
京
都
に
よ
る

　
出
資
金
,東
京
都
か
ら
の
交
付

　
金
，
公
団
の
借
入
金
よ
り
構
成

　
さ
れ
る

建
設
費
用

■
1m
当
た
り
工
事
費
：
 

　
高
架
部
分
 2
00
0
円
 

　
平
面
部
分
 3
00
円
 

■
全
体
計
画
：
10
億
45
30
万
円
 

■
第
1
期
実
施
計
画
：
 

　
2
億
81
60
万
円

■
大
東
京
地
方
：
8
億
60
00
万
円

■
約
37
0
億
円

■
全
体
：
6
億
86
58
万
80
00
円

■
約
40
0
億
円

■
5
年
間
の
事
業
期
間
で

　
約
65
0
億
円
，

　
1m
当
た
り
10
0
万
円
 

■
平
面
計
画
街
路
事
業
費

　
16
2
億
円
は
別
途
必
要

■
10
年
間
の
事
業
期
間
で

　
約
91
0
億
円

■
全
体
：
約
10
37
億
60
00
万
円
 

■
高
速
道
路
本
体
：
 

　
約
85
2
億
80
00
万
円
 

■
関
連
都
市
計
画
街
路
：
 

　
約
18
4
億
80
00
万
円

■
総
事
業
費
：
約
43
26
億
円
 

■
1k
m
当
た
り
の
事
業
費
：

　
27
億
円

■
高
速
道
路
建
設
費
：
 

　
26
92
億
20
00
万
円
 

■
関
連
街
路
建
設
費
：
 

　
92
9
億
75
00
万
円
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